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要   旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

2015 年に子ども・子育て支援新制度がスタートして４年目を迎えました。2020 年度の制度改定に

向けて、本市においても見直しを検討していくと思います。 
見直しにおいては、子ども一人一人の人権保障のために、児童福祉法第24条第１項が定める市町村

の保育実施責任が果たせる制度であったかを検証することが最も大切です。 
本市の待機児童問題はいまだ深刻です。子どもの受け入れ枠の拡大は進められているものの、保育

士配置基準、施設基準等を定めた保育所の最低基準を緩和した保育施設が多くつくられています。 
全ての保護者は、よりよい保育環境のもとで子どもが健やかに育つことを願っており、最低基準以

上の保育施設への入所を望んでいることから、公的責任が明確で最低基準である認可保育所をさらに

整備していくことが何より求められます。 
そこで、小規模保育事業、幼稚園の預かり保育、さらに、国の政策により近年急増している企業主

導型保育施設においても、全ての子どもの発達保障のために、認可保育所と同等の保育環境となるよ

うに、市が責任を持って改善し、積極的な支援をしていく必要があります。 
待機児童問題解消の大きな足かせとなっているのは、認可保育所不足と深刻な保育士不足です。長

時間保育の実態にありながら保育士配置基準が長年改善されていないことに加えて、子育てに不安を

抱える保護者が近年ふえていることで保育業務は年々過重になり、健康で生き生きと長く働き続けが

たいことが、保育士不足の大きな要因です。 
また、本市には多くの保育士養成校があり、毎年多くの保育士資格者が巣立っていますが、保育実

習で現場の大変さと低賃金を知り、保育施設に就職しない者も少なくありません。保育士不足は、子

どもたちが安心、安全で健やかに育つための保育の質の確保と、保育所内外の子育て支援の取り組み

を危うくする問題でもあります。 
憲法と子どもの権利条約の理念が尊重され、全ての子どもの健やかな育ちの保障と保護者の子育て

支援のために、市の保育行政がより一層充実することを求めます。 
児童福祉法第24条第１項が定める市町村の保育実施責任を果たし、全ての子どもに安心、安全な保

育を保障することを求め、以下の事項を請願します。 
 

  １．公的責任のもとで保育を進めること。 
（１）待機児童解消のために、認可保育所の整備をさらに進めること。 
（２）小規模保育事業、幼稚園の預かり保育等の保育条件が認可保育所と同等になるように、市独

自で補助すること。 
（３）企業主導型保育事業の保育条件が認可保育所と同等になるように、国に働きかけること。 

  ２．職員資格を厳格に適用し、配置基準などを抜本的に改善すること。 
３．保育の質の向上と職員が健康で長く働き続けることができるように、市独自補助で職員の賃金、

処遇を抜本的に改善し、専門職にふさわしいものにすること。 
４．食育を進めるため、全ての保育施設で給食の外部搬入、外部委託を行わないこと。また、３歳

児以上の完全給食を実施すること。 
５．保育料負担をさらに軽減すること。 
６．上記５項目が実現するよう、国に保育予算増額と保育基準改善を求める意見書を提出すること。 
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